
喜
寿
祝
い
孫
入
学
に
影
う
す
れ 

堀
さ
ん

土
手
に
咲
く
小
さ
き
花
に
春
の
風 

ヒ
ロ
シ

さ
え
ず
り
に
耳
と
ぎ
す
ま
せ
梅
ご
こ
ち 

菅
原
さ
ん

空
の
歌
ア
イ
ラ
ブ
ユ
ー
と
春か

ぜ風
に
乗
り 

そ
ら

箸
置
き
に
櫻
を
切
り
て
宵
の
客 

と
き

ア
ネ
モ
ネ
の
可
憐
な
る
鉢
求
め
来
て

　
　
　
い
ち
日
や
さ
し
き
思
い
に
過
ご
す 

匿
名
希
望

川
土ど

て手
の
暖
か
き
野の

べ辺
水
ぬ
る
み

　
　
　
ヨ
モ
ギ
を
摘
み
て
春
を
味
わ
う 

草
葉

二
の
池
の
し
だ
れ
桜
に
色
づ
き
し

　
　
　
水
辺
に
写
る
日
ざ
し
照
ら
す
し 

枝
さ
ん
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太
田
花
見
囃
子
保
存
会
」
を

結
成
し
、
ト
ラ
ッ
ク
で
町
内

を
め
ぐ
る
な
ど
祭
り
を
簡
素

化
し
て
花
見
囃
子
を
伝
え
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
5
年
頃

に
後
継
者
不
足
の
た
め
行
わ

れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

問　都市計画課☎内線2522

島田町永沼家のケヤキ

巨 樹牛久の

　
上
太
田
町
で
は
、
か
つ
て

鹿
島
神
社
春
の
祭
礼
時
に
五

穀
豊
穣
と
悪
疫
退
散
を
祈
願

し
、
花
見
囃
子
を
演
奏
し
て

い
ま
し
た
。
町
内
を
一
軒
一

軒
、「
大
杉
ば
や
し
」「
通
り
あ

ん
ば
」な
ど
の
お
囃
子
を
大
・

小
の
太
鼓
、
笛
、
鼓
つ
づ
み

、
鐘か

ね

で
演

奏
し
な
が
ら
練
り
歩
き
、
日

没
後
、
太
鼓
の
み
で
演
奏
す

る「
さ
ん
ぎ
り
」を
鹿
島
神
社

へ
奉
納
し
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
60
年
頃
、
演
者
育
成

と
後
継
者
育
成
の
た
め「
上

上太田花見囃
ば や し

子

問 文化芸術課（市中央生涯学習センター内）☎871-2301

明治・大正・昭和の

「昔のうしく」の写真を募集しています。 上太田町地図

鹿島神社

昭和62年4月15日撮影

うしく写真クラブ「みち」所蔵

　
こ
の
木
は「
市
民
の
木
No
・
27｣

で
、
国
道
４
０
８
号
の
正
直
町
交

差
点
を
す
ぎ
、
右
手
の
長
沼
り
ん

ご
園
の
看
板
の
所
を
左
折
し
、
30

ｍ
ほ
ど
上
が
っ
た
永
沼
家
の
屋
敷

の
北
側
の
塀
の
外
に
写
真
の
よ
う

に
立
っ
て
い
ま
す
。
２
０
０
６
年
の

測
定
で
は
、
幹
周
３
・
22
ｍ
、
樹
高

32
・
２
ｍ
、
最
大
樹
冠
幅
22
・
４
ｍ

で
し
た
。調
査
し
た
ケ
ヤ
キ
21
本
の

中
で
、
樹
高
は
最
大
級
で
す
。

　
ケ
ヤ
キ
は
、
本
州
、
四
国
、
九
州

に
分
布
す
る
落
葉
大
高
木
。
花
期

は
４
月
、
新
葉
と
共
に
開
き
、
雌

雄
同
株
で
、
雄
花
は
新
枝
の
下
部
、

雌
花
は
同
じ
く
上
部
の
葉
腋
に
単

生
し
ま
す
。
樹
姿
は
枝
を
扇
状
に

美
し
く
広
げ
、
各
地
で
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
材
は

建
築
物
の
大
黒
柱
な
ど
に
利
用
さ

れ
る
ほ
か
、
木
目
が
美
し
い
の
で
、

テ
ー
ブ
ル
な
ど
に
重
宝
さ
れ
ま
す
。

︻
資
料
提
供
︼Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
し
く
里

山
の
会
樹
木
リ
サ
ー
チ︵
文
章
：
松

本
頼
王
、
写
真
：
戸
塚
昌
宏
︶
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